
NO.108 （4）日 高 市 議 会 だ よ り

討　

論

提
出
議
案
と

審
議
結
果

（
議
案
第
１
号
）

　

�

令
和
元
年
度
日
高
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
９
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ

れ
ぞ
れ
６
千
269
万
円
を
追
加
し
、

補
正
後
の
総
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
193

億
２
千
463
万
３
千
円
と
し
、
ま
た
、

高
麗
川
駅
東
地
区
整
備
事
業
、
幹

線
市
道
整
備
事
業
、
生
活
道
路
整

備
事
業
、
橋
り
ょ
う
整
備
事
業
、

河
川
・
水
路
整
備
事
業
、
公
民
館

維
持
管
理
事
業
及
び
災
害
復
旧
事

業
に
お
い
て
適
正
な
事
業
期
間
を

確
保
す
る
た
め
繰
越
明
許
費
を
追

加
し
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
指
定
管
理
者
の
更
新
を
行
う

た
め
債
務
負
担
行
為
を
追
加
し
、

さ
ら
に
、
地
方
債
の
補
正
と
し
て
、

災
害
復
旧
事
業
の
追
加
及
び
河

川
・
水
路
整
備
事
業
の
限
度
額
の

変
更
を
し
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
国
庫
支
出

金
に
つ
い
て
、
災
害
復
旧
事
業
の

財
源
と
し
て
「
災
害
復
旧
工
事
費

負
担
金
」
を
、
住
民
基
本
台
帳
事

務
の
財
源
と
し
て
「
個
人
番
号

カ
ー
ド
交
付
事
業
費
補
助
金
」
を

増
額
、
県
支
出
金
に
つ
い
て
、
被

災
農
業
者
支
援
事
業
の
財
源
と
し

て
「
経
営
体
育
成
条
件
整
備
事
業

補
助
金
」
を
追
加
、
繰
入
金
に
つ

い
て
、
今
回
の
補
正
予
算
額
の
歳

入
歳
出
差
引
き
の
調
整
を
行
う
た

め
、
財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
入

金
を
増
額
、
市
債
に
つ
い
て
、
河

川
・
水
路
整
備
事
業
の
財
源
と
し

て
「
河
川
債
」
を
増
額
、
災
害
復

旧
事
業
の
財
源
と
し
て
「
公
共
土

木
災
害
復
旧
債
」
を
追
加
し
た
い

と
い
う
も
の
で
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
総
務
費
の

う
ち
、
総
務
管
理
費
で
は
、
総
務

費
国
・
県
支
出
金
等
返
還
事
務
で
、

平
成
30
年
度
に
収
入
し
た
県
議
会

議
員
選
挙
費
委
託
金
の
実
績
に
基

づ
く
精
算
に
よ
り
、
返
還
金
を
追

加
、
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
費
で
は
、

住
民
基
本
台
帳
事
務
で
、
国
庫
補

助
金
を
受
け
地
方
公
共
団
体
情
報

シ
ス
テ
ム
機
構
へ
交
付
す
る
た
め

の「
通
知
カ
ー
ド
・
個
人
番
号
カ
ー

ド
関
連
事
務
交
付
金
」
を
増
額
、

農
林
水
産
業
費
の
う
ち
、
農
業
費

で
は
、
被
災
農
業
者
支
援
事
業
で
、

令
和
元
年
台
風
第
19
号
に
よ
り
被

災
し
た
農
業
用
施
設
内
の
土
砂
等

の
撤
去
及
び
機
械
の
修
繕
に
係
る

費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
た
め
、

「
被
災
農
業
者
支
援
事
業
費
補
助

金
」
を
追
加
、
土
木
費
の
う
ち
、

道
路
橋
り
ょ
う
費
で
は
、
橋
り
ょ

う
整
備
事
業
で
、
県
が
実
施
し
て

い
る
別
所
橋
架
換
工
事
に
お
け
る

資
機
材
の
変
更
等
に
伴
い
、
工
事

費
に
係
る
負
担
金
を
増
額
、
河
川

費
で
は
、
河
川
・
水
路
整
備
事
業

で
、
国
の
緊
急
自
然
災
害
防
止
対

策
事
業
に
大
字
高
萩
地
内
の
旧
小

畔
川
及
び
297
号
水
路
の
整
備
が
該

当
し
た
こ
と
か
ら
、
工
事
に
先
駆

け
て
実
施
す
る
測
量
設
計
に
係
る

費
用
を
増
額
、
災
害
復
旧
費
の
う

ち
、
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費

で
は
、
災
害
復
旧
事
業
で
、
久
保

の
下
橋
及
び
新
堀
橋
の
復
旧
工
事

に
係
る
設
計
に
あ
た
り
、
新
た
に

用
地
測
量
等
を
行
う
必
要
が
生
じ

た
こ
と
か
ら
、「
測
量
設
計
委
託

料
」
を
増
額
、
ま
た
、
大
字
新
堀

地
内
の
幹
線
82
号
及
び
大
字
高
岡

地
内
の
市
道
Ａ
265
号
線
の
復
旧
工

事
を
行
う
た
め
、
こ
れ
ら
の
復
旧

工
事
費
を
増
額
し
た
い
と
い
う
も

の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

（
議
案
第
２
号
）

　

�

令
和
元
年
度
日
高
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ

れ
ぞ
れ
９
千
万
円
を
追
加
し
、
補

正
後
の
総
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
63
億

１
千
221
万
６
千
円
と
し
た
い
と
い

う
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

（
議
案
第
３
号
）

　

�

令
和
元
年
度
日
高
市
武
蔵
高
萩

駅
北
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

適
正
な
事
業
期
間
を
確
保
す
る

た
め
、
繰
越
明
許
費
を
設
定
し
た

い
と
い
う
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

（
議
案
第
４
号
）

　

�

令
和
元
年
度
日
高
市
下
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

資
本
的
収
入
は
、
継
続
費
の
年

割
額
の
変
更
に
伴
う
企
業
債
の
減

額
に
よ
り
、
総
額
を
７
億
５
千
959

万
１
千
円
と
し
、
資
本
的
支
出
は
、

建
設
改
良
費
の
減
額
に
よ
り
、
総

額
を
11
億
４
千
702
万
５
千
円
と
し

た
い
と
い
う
も
の
で
す
。
資
本
的

収
入
額
が
資
本
的
支
出
額
に
対
し

不
足
す
る
額
は
、
３
億
８
千
743
万

４
千
円
と
し
、
そ
の
財
源
も
あ
わ

せ
て
補
正
し
た
い
と
い
う
も
の
で

す
。

�

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

（
議
案
第
５
号
）

　
�

令
和
２
年
度
日
高
市
一
般
会
計

予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
、
そ

れ
ぞ
れ
187
億
１
千
万
円
と
し
た
い

と
い
う
も
の
で
す
。

�

（
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
）

　

議
案
第
５
号　

反
対
討
論

　

本
予
算
案
は
、
次
の
と
お
り
で

あ
る
と
考
え
る
。

　

総
務
費
で
は
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン

ト
事
業
推
進
事
務
に
つ
い
て
、
そ

の
費
用
対
効
果
が
低
過
ぎ
る
。
東

京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
係

事
務
に
つ
い
て
、
聖
火
リ
レ
ー
に

伴
う
イ
ベ
ン
ト
経
費
な
ど
約
４
千

万
円
を
市
の
財
源
で
負
担
す
る
こ

と
は
納
得
で
き
な
い
。
戸
籍
事
務

に
つ
い
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
戸

籍
を
ひ
も
づ
け
る
経
費
が
含
ま
れ

て
お
り
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

侵
害
の
観
点
か
ら
問
題
が
あ
る
。

　

民
生
費
で
は
、
地
域
交
流
ひ
ろ

ば
設
置
促
進
事
業
に
つ
い
て
、
平

成
27
年
度
か
ら
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
及
び
子

育
て
環
境
づ
く
り
の
目
玉
事
業
と

さ
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
総
括
が
な
く
経
費
が
削
減
さ

れ
て
い
る
。

　

全
体
で
は
、
会
計
年
度
任
用
職

員
制
度
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
臨

時
的
任
用
職
員
を
会
計
年
度
任
用

職
員
に
移
行
す
る
が
、
臨
時
的
任

用
職
員
の
数
と
比
べ
て
84
人
減
少

し
、
市
の
業
務
、
市
民
サ
ー
ビ
ス


